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あけましておめでとう！
今年もいろいろなことに
チャレンジするよ！一緒
にがんばろうね！

獅子舞に挑戦!?
表紙写真：東小平の「子ども獅子」にはにぽんが会いに行っ
てきました。秋平小学校の「かがやき発表会」に登場した４
体の獅子は、とても色鮮やかできれいでした。笛の音に乗っ
て太鼓を打ちながら踊る姿を見たはにぽんは、みんなと一緒
に踊ってみたくなりました。

まちのデータ（2012.12.1現在）
人　口 80,259（－ 89）
　男 39,814（－ 41）
　女 40,445（－ 48）
世帯数 32,382（－  7）
（　）内は前月との比較

●  年頭のごあいさつ …………………………………………………………２
●  学校の臨時職員を募集します ……………………………………………３
●  税の申告その前に …………………………………………………………８
●  災害時に手助けを必要とする人の登録申請を受け付けています ……10
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………15

● 今月の主な内容
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特別支援教育補助教員　（旧特別支援学級補助員）
　応 募要件　小学校又は中学校の教員免許状を有する

65歳未満の人（有効期限をご確認ください）
　募 集人数　数人　勤務場所　市立小・中学校（教育

委員会が指定）
　仕 事内容　①主に特別支援学級に在籍する児童への

支援②授業や学校生活における補助他
　勤 務条件　①勤務時間 １日７時間45分、年間165

日以内（校長が指定）②賃金 １日9,300円③任
期 ４月１日～９月30日（更新１回あり）④労災
保険・社会保険（健康保険・厚生年金）・雇用保
険あり

日本語指導教室支援員（通訳）（旧日本語指導教室補助員）
　応 募要件　65歳未満の人（主にスペイン語・ポル

トガル語等を翻訳できる人）
　募 集人数　数人　勤務場所　市立小・中学校（教育

委員会が指定）
　仕 事内容　①日本語指導教室に係る通訳と日本語指

導補助②学校・学級だより等の翻訳他
　勤 務条件　①勤務時間 １日５時間45分、年間200

日以内（校長が指定）②賃金 １日9,300円③任
期 ４月１日～９月30日（更新１回あり）④労災
保険・社会保険（健康保険・厚生年金）・雇用保
険あり

学習補助教員　（旧学習支援員）
　応 募要件　小学校又は中学校の教員免許状を有する

65歳未満の人（有効期限をご確認ください）
　募 集人数　数人　勤務場所　市立小学校（教育委員

会が指定）
　仕 事内容　①担任と協力した授業のサポート②学力

向上に関すること他
　勤 務条件　①勤務時間 １日５時間、年間165日以

内（校長が指定）② 賃金１日6,000円③任
期 ４月１日～９月30日（更新１回あり）④労災
保険あり、社会保険（健康保険・厚生年金）なし、
雇用保険あり

さわやか相談員
　応募資格　65歳未満の人
　募 集人数　数人　勤務場所　市立中学校さわやか相

談室など
　仕 事内容　①児童生徒との相談・援助に関すること

②いじめ・不登校などの対応に関すること他

京
都
に
て
３
５
０
年
記
念
奉
納
舞
」

な
ど
、
多
く
の
明
る
い
話
題
が
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
本
市
の
魅
力
を

内
外
に
向
け
発
信
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
内
外
を
見
渡
し
ま
す

と
、
原
発
停
止
に
伴
う
電
力
不
足
、

近
隣
諸
国
と
の
関
係
悪
化
、
低
迷

す
る
経
済
状
況
、
国
会
で
は
重
要

法
案
の
可
決
が
遅
れ
、
年
末
に
は

衆
議
院
解
散
、
総
選
挙
と
、
激
動

の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
我
が
国

は
今
、
長
引
く
不
況
に
よ
る
雇
用

情
勢
の
悪
化
や
将
来
不
安
、
少
子

高
齢
化
、
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
の
増

大
な
ど
、
将
来
の
国
民
の
た
め
に

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
本

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
だ
か
ら

こ
そ
、
自
治
体
が
自
ら
課
題
の
解

決
と
、
自
ら
地
域
の
魅
力
と
可
能

性
を
最
大
限
い
か
し
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
着
実
に
、
力
強
く
、

市
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
、

ひ
い
て
は
我
が
国
全
体
の
安
全
・

安
心
の
元
気
な
社
会
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

本
市
が
推
進
す
る
「
埼
玉
エ
コ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
25
年
の
新
春

を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

市
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
市
に
と
り
ま
し
て

明
る
い
話
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。
代
表
的
な
も

の
を
あ
げ
ま
す
と
、

「
埼
玉
エ
コ
タ
ウ
ン
に
選
定
！

『
環
境
共
生
都
市　

本
庄
』
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
拍
車
」。

「
株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ
本
社
、
本

市
に
移
転
」。

「
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
日
本
文
化
会

館
で
開
催
の
『
笑
い
の
日
本
美
術

史　

縄
文
か
ら
19
世
紀
ま
で
』
展

に
市
指
定
文
化
財
『
笑
う
盾
持
人

物
埴
輪
』
が
出
展
。
本
庄
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
は
に
ぽ

ん
』
も
応
援
の
た
め
パ
リ
へ
」。

「
郷
土
の
偉
人
『
塙
保
己
一
新
墓

所
』
完
成
、
移
転
」。

「
人
工
芝
の
『
若
泉
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
完
成
記
念
の

『
川
淵
三
郎
Ｃ
Ｕ
Ｐ
』
を
開
催
」。

「
県
指
定
文
化
財
『
台
町
獅
子
舞
』

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
本

庄
早
稲
田
の
杜
づ
く
り
」
は
、
交

通
の
利
便
性
や
災
害
が
比
較
的
少

な
い
特
長
を
生
か
し
、
埼
玉
県
や

早
稲
田
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、

北
関
東
に
向
け
開
け
た
拠
点
と
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な
顔

と
な
る
ま
ち
を
生
み
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
策
の
展
開
を
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
環
境
共
生
都
市
の
全

市
的
な
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
私
は
、市
の
将
来
像「
あ

な
た
が
活い

か
す
、
み
ん
な
で
育
む
、

安
全
と
安
心
の
ま
ち　

本
庄
〜
世

の
た
め
、
後の

ち

の
た
め
〜
」
の
実
現

に
向
け
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

課
題
の
解
決
と
新
時
代
を
ひ
ら
く

ま
ち
づ
く
り
に
魂
を
込
め
、「
日

本
の
元
気
は
本
庄
か
ら
」
の
心
意

気
で
、
着
実
に
市
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
、
よ

り
一
層
の
お
力
を
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　教育委員会では、学校で働く臨時職員を下記のとおり募集します。申し込みは、教員免許状が必要な場合は、
有効期限を必ず確認のうえ、応募書類を１月８日㈫から18日㈮までに直接学校教育課へ提出してください。
※応募書類等は、学校教育課（市役所４階）で配布しています。

　勤 務条件　①勤務時間 １日５時間、年間220日以
内（校長が指定）②賃金 １日5,000円③任
期 ４月１日～９月30日（更新１回あり）④労災
保険あり、社会保険（健康保険・厚生年金）なし、
雇用保険あり

学校生活支援員　（旧ふれあいボランティア）
　応募資格　65歳未満の人
　募 集人数　30 ～ 35人程度　勤務場所　市立小・

中学校（教育委員会が指定）
　仕 事内容　①学校での学習補助②学校での生活補助

③発達障害児童生徒への支援④児童生徒への相談
活動他

　勤 務条件①勤務時間 １日４時間、年間150日以内
（校長が指定）②賃金 １日3,100円③任期 ４月
１日～９月30日（更新１回あり）④労災保険あり、
社会保険（健康保険・厚生年金）・雇用保険なし

　《教育支援センター（ふれあい教室）》

【１．教育支援センター指導員】
　勤 務条件　①勤務時間 １日６時間（午前９時～午

後３時45分）、年間233日以内（教育委員会が指
定）②賃金 １日8,400円③任期 ４月１日～９
月30日（更新１回あり）④労災保険・社会保険（健
康保険、厚生年金）・雇用保険あり

【２．教育支援センター準指導員】
　勤 務条件　①勤務時間 １日５時間（午前10時～午

後３時45分）、年間191日以内（教育委員会が指
定）②賃金 １日5,750円③任期 ４月１日～９
月30日（更新１回あり）④労災保険あり、社会
保険（健康保険・厚生年金）なし、雇用保険あり

《１．２共通項目》
　応 募要件　教員免許状を有する65歳未満の人（有

効期限をご確認ください）
　募 集人数　各１人　勤務場所　教育支援センター
［ふれあい教室（旧勤労会館２階）］

　仕 事内容　①悩みなどの相談・援助に関すること②
学習指導・相談に関すること③スポーツ・レクリ
エーション活動の指導に関すること④その他不登
校などの対応に関すること

　

学校の臨時職員を募集します

★学校教育課☎㉕１１８３
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児玉郡市広域
消防本部
児玉分署

浄眼寺

保健センター

現 児玉総合支所

仮庁舎

児玉総合支所複合施設の配置・環境配慮・外装計画をお知らせします ■環境配慮計画

■外装計画
・児玉瓦を継承し、いぶしたような質感の煉

れん

瓦
が

を主体的に採用します。
・西側の石積みは、現状よりも高さを抑え、緑豊かな柔らかい境界とします。
・ 周辺に圧迫感を与えないように建物の高さを抑えます。また、適度にボリュームを分散させ、地域に調和する
ようにします。
・塙保己一記念館は、独立性を確保します。

　基本設計の概要版は、市ホームページ、企画課施設調整係（市役所４階）、総務課（総合支所２階）、図書館本館・
児玉分館で閲覧できます。

■配置計画

 【建物配置計画】
・ 隣地への日影の影響が最小限になるように建物を配置します。
・イベント広場や中庭などの外部空間を取り囲むように建物を配置します。
・西側は、道路境界線より約２ｍセットバックし、将来の歩道用地を確保します。
・都市計画道路施工後の施設としての構えを意識して建物を配置します。

 【動線計画】
・ メインエントランスと車寄せを一致させ、誰にでも分かりやすいアプローチにします。
・ イベント広場やポケットパークなどの外部空間と内部回遊動線が連続するようにします。
・ 道路との高低差はスロープ等で段差を解消し、段差なしで施設へのアプローチが出来るルートを確保します。

 【駐車場・駐輪場計画】
・ 駐車台数は、65台（うち２台は身障者用）です。
・ 駐車場の出入口は、現状より広くとり視界を十分に確保し、安全性に配慮します。
・ 駐車場は、全体が見渡せる平面で、安全性や利便性に配慮します。
・ 駐輪場は、記念館側に12台、支所エリア側に14台を計画しています。

 ★企画課☎㉕１２４６

【児玉総合支所　移転のお知らせ】

　児玉総合支所の建て替えに伴い、完成までの間、支
所西側にある第二庁舎を「仮庁舎」として支所機能を
移転します。
　仮庁舎での業務開始は、５月７日㈫からの予定です。
　電話番号（☎０４９５－７２－１３３１）に変更は
ありません。
　市民のみなさんにはご不便をおかけしますが、ご理
解、ご協力をお願いします。

・ 断熱材を建物の外側に施し、かつ、空気層を確保したうえで外装材の煉瓦を積み上げる外断熱とすることで、
外部負荷に左右されにくい安定した室内環境を確保し、空調エネルギーを削減します。
・外断熱及び外装材により建物を保護し、長寿命化を図ります。
・自然エネルギーを最大限享受できるようなパッシブデザインです。
　※パッシブデザイン…建物の構造や材料などの工夫によって、熱や空気の流れを制御し、快適な室内環境を作り出す手法のこと。

透かし煉瓦積みによる光の取り入れと
大型壁面展示スペースの確保

地域の街並みに調和するような外装には煉瓦を主体的に採用
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　12月15日、セルディで「第６回塙保己一賞表彰
式」が開催され、以下のみなさんが表彰されました。
【受賞者（敬称略）】
●大賞
・石川　准（静岡県立大学国際関係学部教授）
●奨励賞
・ 加藤　裕司（埼玉県立特別支援学校塙保己一学園
教諭）

●貢献賞
・宮城　武久（つばき教育研究所理事長）
・社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会

受
賞
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

埼
玉
県
は
、
各
表
彰
等
の
受
賞

者
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

次
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
受
賞
日
・
名
簿
順
）

平
成
24
年
度

第
38
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会
（
９
月
13
日
）

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
県
知

事
功
労
章

平
成
24
年
度
県
民
の
記
念
式
典

（
11
月
14
日
）

知
事
表
彰地

方
自
治
功
労

川瀬 光俊 氏
（本庄３丁目）

阪上 八郎 氏
（朝日町１丁目）

健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活
動

巴 龍男 氏
（小島１丁目）

心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

福島 喜弘 氏
（小島１丁目）

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

教
育
功
労

黒澤 一幸 氏
（山王堂）

産
業
功
労

杉原 範之 氏
（前原１丁目）

第
42
回
「
県
民
の
日
」
記
念
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
） 斉藤 晴雄 氏

（若泉２丁目）

郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
想
う
活
動

吉村 誠嗣 氏
（東台２丁目）

第
42
回
「
県
民
の
日
」
記
念
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
青
少
年
育
成
埼

玉
県
民
会
議
（
11
月
19
日
）

青
少
年
育
成
功
労
賞

平
成
24
年
度
文
化
と
も
し
び
賞

（
11
月
29
日
）

今井獅子舞保存会仁手諏訪神社
獅子舞保存会

吉岡 秀一 氏
（中央２丁目）

【
知
事
賞
】

◎
小
学
生

・
虫
た
ち
の
カ
ラ
ー
島

　

大
坪　

壮
太
（
藤
田
小
２
年
）

・
だ
れ
に
も
な
い
し
ょ
だ
よ

　

井
上　

夕
依
（
児
玉
小
３
年
）

・
日
本
の
イ
ベ
ン
ト
お
祭
り
だ
！

　

伊
平　

瑛
美
（
中
央
小
４
年
）

・
校
舎
と
ひ
ま
わ
り

　

堀
口　

三
千
花
（
旭
小
６
年
）

◎
中
学
生

・
朝
の
商
店
街

　

小
笠
原 

友
樹（
本
庄
南
中
１
年
）

・
本
庄
の
古
民
家

　

原　

葵
衣
（
本
庄
東
中
２
年
）

・
間
瀬
湖
の
夏

　

根
岸　

杏
里
沙（
児
玉
中
３
年
）

【
入
選
】

◎
小
学
生

・
本
庄
市―

私
の
住
む
町―

　

森
本　

菜
々
美（
金
屋
小
６
年
）

―

市
政
�
発
展
�
貢
献
�
�
�
個
人
�
団
体
�
表
彰―

平
成
24
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式

田
中　

輝
好（
児
玉
町
秋
山
）

広
瀬　

伸
一（
児
玉
町
金
屋
）

髙
橋　

俊
夫（
見
福
２
丁
目
）

受
賞
者
一
覧

（
敬
称
略
・
受
賞
名
簿
順
）

社
会
福
祉
功
労

交
通
安
全
功
労

自
治
功
労

環
境
衛
生
功
労

金
井　

保
子（
児
玉
町
児
玉
）

消
防
防
災
功
労

塩
原　

寿
志（
都
島
）

内
田　

睦
夫（
寿
３
丁
目
）

阿
部　

正
壽（
小
島
南
３
丁
目
）

春
日　

和
子（
東
台
４
丁
目
）

亀
田　

章
江（
小
島
１
丁
目
）

古
德
美
代
子（
小
島
南
１
丁
目
）

鈴
木　

淑
子（
見
福
２
丁
目
）

中
島　

順
子（
小
島
１
丁
目
）

中
野　

朋
子（
本
庄
３
丁
目
）

堀
口
ハ
ル
子（
け
や
木
１
丁
目
）

後
藤　

清
子（
本
庄
３
丁
目
）

体
育
功
労

産
業
功
労

教
育
文
化
功
労

加
納　

仁（
日
の
出
４
丁
目
）

青
少
年
健
全
育
成
功
労

門
倉
せ
ん
子（
本
庄
３
丁
目
）

宮
部
八
重
子（
児
玉
町
児
玉
）

畠
山　

良
一（
日
の
出
１
丁
目
）

特
別
功
労

本
庄
第
一
高
等
学
校
剣
道
部（
男

子
）

故
中
村
の
り
子
（
前
原
２
丁
目
）

　

11
月
24
日
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
上
町

踏
切
で
、
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず

踏
切
内
に
い
た
高
齢
男
性
を
助
け

出
そ
う
と
し
た
際
、
電
車
に
は
ね

ら
れ
亡
く
な
ら
れ
た
故
中
村
の
り

子
さ
ん
に
、市
政
功
労
者
表
彰〔
特

別
功
労
〕
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
生
活
・
文
化

の
向
上
や
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、

市
政
に
対
し
て
特
に
功
労
が
あ
り
、

他
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

　

11
月
22
日
に
市
役
所
大
会
議
室

で
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

み
な
さ
ん
に
市
長
が
表
彰
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
４

平
成
24
年
度
優
秀
工
事
表
彰

第６回塙保己一賞表彰式
　

11
月
28
日
、
平
成
23
年
度
に
完

成
し
た
市
発
注
の
建
設
工
事
に
お

い
て
、
特
に
優
秀
な
成
績
で
完
成

し
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
請

負
事
業
者
と
そ
の
技
術
者
に
対
し
、

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
受
賞
者
（
敬
称
略
）】

●
土
木
工
事
部
門

請 

負
事
業
者　

真
下
建
設
株
式
会

社　
技
術
者　

中
村　

勝
雄

工
事
名　

総
簡
除
）
公
共
下
水
道

汚
水
管
渠
築
造
工
事
（
け
や
木

23―

１
工
区
）

●
建
築
工
事
部
門

請
負
事
業
者　

株
式
会
社
滝
澤
建

設　
技
術
者　

滝
澤　

博
史

工
事
名　

本
庄
市
消
防
団
児
玉
方

面
隊
第
４
分
団
第
１
部
消
防
器

具
置
場
新
築
工
事

●
そ
の
他
工
事
部
門

請
負
事
業
者　

加
納
設
備
株
式
会

社
技
術
者　

田
中　

大
介

工
事
名　
上
水
道
配
水
管
布
設
23―

31
号
工
事
（
小
島
中
通
り
線
関

連
）

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

第
24
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会

◎
人
権
作
文
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
優
秀
賞
】

・
僕
の
祖
父

　

福
永　

拓
己（
本
庄
南
中
１
年
）

【
奨
励
賞
】

・
夢
を
諦
め
る
な

　

石
塚　

亜
美
（
児
玉
中
２
年
）

・
い
じ
め

　

望
月　

青
河
（
本
庄
東
高
等
学

　

校
附
属
中
２
年
）

（
市
内
中
学
校
の
み
抜
粋
）

部分南立面図

須
田　

文
雄（
前
原
２
丁
目
）

都
丸　

麻
男（
前
原
２
丁
目
）

沼
田　

戰
二（
若
泉
３
丁
目
）

　

野　
　

夫（
駅
南
１
丁
目
）

戸
森　
　
（
児
玉
町
秋
山
）

山
本　

昇（
児
玉
町
吉
田
林
）
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　下記の税理士事務所では、申告相談及び申告書の作成を無料で行います。
　相談を希望する人は、各税理士事務所に電話連絡のうえ、相談日時及び必要書類等を確認してからご利用くだ
さい。
対 象　年収600万円以下の給与所得者で医療費控除や住宅借入金等特別控除などの申告をする人、年金受給者で
確定申告が必要な人

無料税務相談（相談時間：午前9時30分～午後4時）

税
の
申
告
そ
の
前
に

〜
申
告
の
日
程
と
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
〜

　

市
で
は
、２
月
13
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で
『
平
成
25
年
度
市
民
税
・

県
民
税
申
告
』
と
『
平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
』（
還
付
申
告
な

ど
の
簡
易
な
申
告
の
み
）
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
程
表
（
下
表
）
と
、
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、
期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

相
談
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

２
月
13
日
㈬
か
ら
19
日
㈫
ま
で

は
、
児
玉
総
合
支
所
会
場
で
の
申

告
相
談
と
な
り
ま
す
。

　

市
役
所
会
場
で
の
申
告
相
談
は

２
月
20
日
㈬
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
、
日
程
表
を
ご
確
認
の
う
え
、

会
場
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
へ

　

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
、
１
月
４
日
㈮
か
ら

本
庄
税
務
署
に
提
出
又
は
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
告
期
間
中
は
会

場
が
非
常
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

還
付
申
告
を
す
る
人
は
早
め
の
申

告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

（
左
ペ
ー
ジ
）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

　

収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
申
告

は
必
要
で
す
か
？

　

収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

市
民
税
・
県
民
税
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
16
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
と
そ
の
世
帯
主

・
介
護
保
険
加
入
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

・
市
営
・
県
営
住
宅
入
居
者

・
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
な

人控
除
な
ど
を
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

営
業
収
入
等
の
収
支
内
訳
書
は

市
で
作
成
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　

作
成
は
し
ま
せ
ん
。
営
業
収
入
、

農
業
収
入
、
不
動
産
収
入
等
の

あ
る
人
は
、
申
告
の
前
に
収
支

内
訳
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

収
支
内
訳
書
が
作
成
さ
れ
て
い

な
い
と
、
申
告
を
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
を
受
け
た
い
の
で

す
が
、
必
要
な
書
類
は
何
で
す

か
？
市
で
作
成
し
て
も
ら
え
ま

す
か
？

　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
と

「
医
療
費
の
明
細
書
」
が
必
要

で
す
。
事
前
に
診
療
を
受
け
た

人
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と
の
明

細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

収
支
内
訳
書
と
同
様
に
、
市
で

は
計
算
や
明
細
書
の
作
成
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
健
康
保
険
、

生
命
保
険
の
制
度
等
か
ら
の
補

填
金
分
は
、
医
療
費
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
は
、
税

務
署
、
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）、

市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）

の
窓
口
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

申
告
で
は
、
ど
の
よ
う
な
書
類

が
必
要
で
す
か
？

　

次
の
書
類
等
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
印
鑑

②
源
泉
徴
収
票
等
の
収
入
の
証
明

と
な
る
も
の
（
事
業
所
得
者
は

収
支
内
訳
書
等
、
利
子
や
配
当

が
あ
る
人
は
支
払
調
書
）

③
雑
損
、
医
療
費
、
社
会
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

寄
附
金
の
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
又
は
証
明
書
等

※
国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
に
と

る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

　

確
定
申
告
を
し
て
、
所
得
税
が

非
課
税
に
な
り
ま
し
た
が
、
市

民
税
・
県
民
税
は
課
税
さ
れ
ま

し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？

　

所
得
税
と
市
民
税
・
県
民
税
で

は
、
控
除
の
金
額
や
課
税
の
計

算
方
法
が
異
な
る
た
め
、
同
じ

所
得
金
額
で
も
、
所
得
税
は
非

課
税
で
、
市
民
税
・
県
民
税
は

課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
確
定
申
告
を
す
る

際
に
は
、
社
会
保
険
料
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
、
障
害
者
控

除
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
、
扶
養

月 日 曜日 地　　　　区 会場

２
月

13 水 第一金屋、第二金屋、第三金屋、長沖 総
合
支
所
大
会
議
室

14 木 宮内、飯倉、田端、保木野、塩谷、高柳
15 金 秋山、風洞、西小平、東小平
16 土 市内全域（市民税・県民税申告優先）
18 月 長浜町、鍛治町、上町、下町
19 火 仲町、新町、連雀町、本町、本泉全域
20 水 前原、南、緑、栗崎

市
役
所
６
階
大
会
議
室

21 木 東台、住居表示外 (照若町・本町・台町・諏訪町）
22 金 日の出
25 月 五十子、朝日町、東富田、今井
26 火 四季の里、北堀、西五十子、東五十子、四方田
27 水 寿、けや木
28 木 傍示堂、鵜森、堀田、滝瀬、宮戸、小和瀬

３
月

1 金 牧西、仁手、下仁手、久々宇、田中、上仁手
3 日 市内全域（市民税・県民税申告優先）
4 月 沼和田、山王堂、杉山、新井、三友、都島、万年寺
5 火 千代田、見福
6 水 中央、本庄
7 木 若泉、銀座
8 金 駅南、共栄、吉田林、上真下、下真下、児玉町共栄、高関
11 月 栄、柏
12 火 小島
13 水 西富田、蛭川、下浅見、入浅見
14 木 小島南、下野堂
15 金 市内全域（市民税・県民税申告優先）

●申告日程表（受付時間：午前９時～正午、午後１時～４時）税理士による無料税務相談をご利用ください

＊お問い合わせは、関東信越税理士会本庄本部（☎72６２５４）へ

日程 税理士名 電話 事務所所在地 日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月１日㈮
永沼　和男 ㉒６７４５ 見福

２月８日㈮
小暮眞一郎 33２１４１ 上里町

根岸　孝明 ㉑９２６９ 栗崎 多賀谷　実 ㉑７８７１ 見福
山田　米雄 33６３６１ 上里町 三沢　俊之 ㉑２８００ 朝日町

２月２日㈯

池田　敦司 71７９０１ 西富田

２月９日㈯

藤井　桂一 ㉑３６２５ 見福
岩堀　　薫 ㉑１６７８ 朝日町 松本　純一 33０３１５ 上里町
根岸　精一 ㉑２２３５ 五十子 三澤　力男 ㉕７９８８ 朝日町
松本　和弘 33０３１５ 上里町 山下　政信 72１３１７ 児玉町吉田林

２月４日㈪
櫻場　秀夫 ㉑３４３８ 前原

２月12日㈫
石田九洲男 ㉑６８５７ 本庄

野沢　一雄 34２６９６ 上里町 田中　圭二 ㉒３７３３ 栗崎
真々田　豊 71４５２９ 東台 西尾　裕之 33６６７２ 上里町

２月５日㈫
坂本未知夫 ㉒３１７９ けや木

２月13日㈬
青木　貴子 ㉒３４９１ 南

髙栁　信夫 ㉒７９７８ 四季の里 松本　　健 ㉔５６１４ 本庄
目時　　悟 33８８５９ 上里町 宮田　昌代 33２７６４ 上里町

２月６日㈬
菅沼　年男 72１０３１ 児玉町下浅見

２月14日㈭
柴﨑　　厚 ㉒０６０６ 栄

角谷　高之 ㉒５３７０ 駅南 塚本　雅俊 71４９１０ 上里町
田村加代子 33８８５９ 上里町 松本　悦子 ㉔１９６５ 若泉

２月７日㈭
岩堀　忠雄 ㉑１６７８ 朝日町

２月15日㈮
浅見　秀子 ㉔０６７９ 西富田

木村　睦子 ㉓１１２０ けや木 黒澤　祥一 33１４１４ 上里町
塚本　富雄 76０６８４ 美里町 須永　秀和 ㉒４８６７ 前原

QA

QAQA

QQA A
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高齢者のみなさんの暮らしを援助する制度をお知らせします

新
入
学
児
童
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

日
頃
は
声
か
け
な
ど
の
見
守
り

を
、
災
害
時
に
は
、
安
否
確
認
や

避
難
の
手
助
け
な
ど
を
避
難
支
援

者
に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

避
難
支
援
者
に
は
、
で
き
る
範

囲
で
の
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の

で
、
責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
避
難
支
援
者
」
は
、
隣
近
所

の
人
な
ど
地
域
の
み
な
さ
ん
に
な

り
ま
す
。

災
害
時
に
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害

者
が
安
全
・
確
実
に
避
難
す
る
た
め
の
「
本
庄
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
」
へ
の
登
録

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

支
援
内
容

　次代の社会を担う児童の家庭を経済的に支援することを目的とした福祉制度があります。申請し認定されると、
申請した月の翌月分からが支給対象となります。また、各手当は重複して受給することもできます。

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に

手
助
け
（
支
援
）
を
必
要
と
す
る

人
に
対
し
て
、
地
域
が
連
携
し
て

支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　

災
害
時
に
自
分
を
守
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
に
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
支
援
を
希
望
す
る
人
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
人
、
登
録
内

容
を
変
更
す
る
人
は
、「
本
庄
市

災
害
時
要
援
護
者
登
録
（
変
更
）

申
請
書
兼
個
別
支
援
計
画
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
下
記

の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
へ
の
入
所
・
転
出
・
死
亡

等
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
す
場
合

は
、「
本
庄
市
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
制
度
登
録
台
帳
取
消
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
書
は
窓
口
で
配
布
又
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
さ
れ
た
個
人
情
報
は
避
難

支
援
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

き
ま
す
。

＊
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記

へ
★
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
…
社

会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
・
Ｆ

㉓
１
９
６
３

★
障
害
者
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
…

障
害
福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
・

Ｆ

㉓
１
９
６
３

★
高
齢
者
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
…

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７
・
Ｆ

㉓
１
９
６
３

★
障
害
者
、
高
齢
者
の
登
録
に
関

す
る
こ
と
（
総
合
支
所) 
…
市

民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
１
（
内

線
３
１
３
）・
Ｆ

72
１
６
３
０

「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
は

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
プ
ラ
ン
」
と
は

登
録
申
請
・
登
録
内
容
の
変

更
・
登
録
取
消
し
に
つ
い
て

＊詳しくは、介護いきがい課☎㉕１１２７へ

　

今
年
４
月
に
市
内
各
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
（
平
成
18
年
４
月

２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
保
護
者
を
対
象
に
入
学
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

用 

意　

筆
記
用
具
、
上
履
き
、
履

物
を
入
れ
る
袋

※
入
学
説
明
会
に
は
保
護
者
の
み

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

対
象
児
童
の
い
る
ご
家
庭
に
は

「
入
学
通
知
書
」
を
１
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
、
詳

細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
４
９

◆新入学児童入学説明会日程◆

学校名 実施日 受付時間

本庄東小 ２月７日㈭ 午後１時50分～２時10分

本庄西小 ２月１日㈮ 午後１時～１時15分

藤 田 小 ２月１日㈮ 午後１時～１時25分

仁 手 小 ２月５日㈫ 午後１時45分～１時55分

旭 小 ２月１日㈮ 午後１時30分～２時

北 泉 小 ２月８日㈮ 午後１時30分～１時40分

本庄南小 ２月６日㈬ 午後１時30分～１時50分

中 央 小 ２月１日㈮ 午後１時20分～１時45分

児 玉 小 ２月８日㈮ 午後１時～１時20分

金 屋 小 ２月１日㈮ 午後２時～２時15分

秋 平 小 ２月１日㈮ 午後１時30分～１時45分

共 和 小 ２月15日㈮ 午後１時30分～１時50分

入
学
通
知
書
を
送
付

（特別）児童扶養手当・児童手当をご存じですか？
★子育て支援課☎㉕１１３０、市民福祉課☎72１３３１（内線３１６）

特別児童扶養手当 児童扶養手当 児童手当

内
容

精神又は身体に一定の障害がある子ど
もを育てている人に手当を支給する制
度

父又は母と生計を同じくしない子ども
を育てている人等に手当を支給する制
度

児童の家庭等における生活の安定及び
健全育成のために、児童を育てている
人に手当を支給する制度

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

精神又は身体に一定の障害がある20歳
未満の子どもを育てている人
※子どもが障害による公的年金を受け
取ることができる場合、又は施設など
に入所している場合は受けられません。

離婚・未婚・死別などの理由により、
父又は母と生計を同じくしない子ども
を育てている人、父又は母に一定の障
害がある子どもを育てている人
※公的年金を受け取ることができる場
合、又は子どもが施設などに入所して
いる場合は受けられません。

中学校修了前（15歳になる日以後の最
初の3月31日まで）の児童を育ててい
る人で、家計を支えている人
※請求者は、保護者のうち、より児童
の生計を維持する程度の高い人（所得
が高い人）です。
※公務員の人は職場で申請となります。

一定以上の所得があるときは受けられません

月
額

●重度障害の子ども１人につき
月額50,400円

●中度障害の子ども１人につき
月額33,570円

●子ども１人の場合　
月額41,430円

●２人の場合
5,000円加算

●３人以上の場合
１人につき3,000円加算

※所得に応じた支給停止措置（減額）
があります

＜所得制限限度額未満の場合＞
●３歳未満の児童１人につき

月額15,000円
●３歳以上小学校修了前
･第1･2子１人につき 月額10,000円
　　　　　　　　
･第3子以降１人につき 月額15,000円
●中学生１人につき
 月額10,000円
※第○子とは、18歳になる日以後の最
初の3月31日までの児童の順番です

＜所得制限限度額以上の場合＞
●一律 月額 5,000円

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

市
へ
の
相
談
の
ほ
か
、
民
生
・

児
童
委
員
に
相
談
す
る
こ
と
も
で

事業名 対象者の要件 事業内容 本人
負担

緊急通報システム事業
おおむね65歳以上の独り暮らしで、身体上慢性的な
疾患等により、日常生活を営む上で常時注意を要す
る人

緊急通報システムを設置 あり

徘徊高齢者探知事業 おおむね65歳以上の在宅の認知症高齢者及びその家
族等

ＧＰＳ機能付きの携帯用端末
を貸与　　　 あり

要介護高齢者紙おむつ支給事業 介護保険で要介護４又は５に認定されている60歳以
上の在宅生活の高齢者で、失禁の状態にある人 毎月自宅へ紙おむつ等を配送 なし

要介護高齢者介護手当支給事業 介護保険で要介護４又は５に認定されている60歳以
上の高齢者を同住所で同居して常時介護している人

月額８，０００円を支給
（入院・ショートステイ等を
16日以上利用した月は支給対
象外）

なし

家族介護慰労金支給事業

①～③全てに該当する高齢者を同住所で同居して常
時介護している市民税非課税世帯の家族
①要介護４又は５に認定されてから１年以上経過
②過去１年間に介護保険サービスを利用していない
③過去１年間に１か月以上継続して入院していない

１世帯に年額10万円を支給 なし

子育て家庭を支援する制度
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地
域
福
祉
講
演
会
及
び

住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す　
　

意
見
募
集
期
間

　

１
月
11
日
㈮
〜
２
月
12
日
㈫

対
象

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

② 

市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

有
す
る
人

③
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

④ 

こ
の
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人

閲 

覧
場
所

　

 

企
画
課
（
市
役
所
３
階
）、
総

務
課
（
総
合
支
所
２
階
）、
中

央
公
民
館
、
図
書
館
（
本
館
・

児
玉
分
館
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

閲 

覧
時
間

　

 

各
閲
覧
場
所
の
開
庁
・
開
館
時

間

　

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
各
種
の
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。　

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
５
か
年
の
計
画
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と
し
た
、
新
た
な

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す

　

こ
の
た
び
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に
対
す
る
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

市
で
は
、「
地
域
福
祉
」
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講

演
会
と
「
地
域
福
祉
計
画
」
策
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

申
込　

参
加
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
申
し
込
み
を
し
た
人
に
住
民
懇

談
会
の
資
料
を
事
前
に
配
布
し
ま

す
。

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２

地
域
福
祉
講
演
会

「
本
庄
市
行
政
改
革
大
綱
」（
案
）
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

意
見
の
提
出
方
法

　

 

各
閲
覧
場
所
で
配
布
す
る
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、直
接
又
は
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス・電
子
メ
ー
ル（kikaku@

　

city.honjo.lg.jp
）
で
左
記
へ

郵
送
先　

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

意 

見
の
取
り
扱
い

　

 

意
見
に
対
す
る
考
え
方
及
び
修

正
案
は
、
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

公
表
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
等

は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意

見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
。

★ 

企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７
・
Ｆ

㉑

８
４
９
９

意
見
募
集
期
間

　

１
月
21
日
㈪
〜
２
月
20
日
㈬

対
象

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

② 

市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

有
す
る
人

③
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

④ 

こ
の
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人

閲 

覧
場
所

　

 

企
画
課
（
市
役
所
３
階
）、
総

務
課
（
総
合
支
所
２
階
）、
中

央
公
民
館
、
図
書
館
（
本
館
・

児
玉
分
館
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

閲 

覧
時
間

　

 

各
閲
覧
場
所
の
開
庁
・
開
館
時

間
意 

見
の
提
出
方
法

　

 

各
閲
覧
場
所
で
配
布
す
る
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、直
接
又
は
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス・電
子
メ
ー
ル（kikaku@

　

city.honjo.lg.jp

）
で
下
記
へ

　

本
庄
市
交
通
政
策
協
議
会
で
は
、
市
の
交
通
に
係
る
総
合
的
な
計
画
と

し
て
「
本
庄
市
総
合
交
通
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に
対
す
る
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

「
本
庄
市
総
合
交
通
計
画
」（
案
）
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

郵
送
先　

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

意 

見
の
取
り
扱
い

　

 

意
見
に
対
す
る
考
え
方
及
び
修

正
案
は
、
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

公
表
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
等

は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意

見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
。

★ 

企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７
・
Ｆ

㉑

８
４
９
９

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
を

開
催

　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の

魅
力
を
伝
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
人
、

市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ
る
人
な

ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
㈫　
午
後
１
時
〜

４
時

※
開
場
は
、
午
後
０
時
30
分
で
す
。

会
場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ

Ｒ
浦
和
駅
下
車
徒
歩
７
分
）

内
容　

講
演
、
市
町
村
職
員
（
事

務
系
）
に
よ
る
経
験
談
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど

定
員　

１
、０
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込　
２
月
１
日
㈮
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（http://w

w
w
.hito

　

zukuri.or.jp/navi/event/

　

s-forum
.php

）
に
よ
る
申
し

込
み

★
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８―

６
６
４―

６
６
８

１

日
時　

２
月
16
日
㈯　
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

集
合
場
所
・
時
間

①
東
武
東
上
線　

武
蔵
嵐
山
駅

　

午
前
９
時

②
Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
・
嵐
山
農
産
物

直
売
所　

午
前
９
時
15
分

内
容　
ト
ラ
ス
ト
保
全
３
号
地（
武

蔵
嵐
山
渓
谷
周
辺
樹
林
地
）
の

散
策
を
行
っ
た
後
、
シ
イ
タ
ケ

の
コ
マ
打
ち
体
験（
原
木
作
り
）

を
行
い
ま
す
。

※
作
っ
た
原
木
は
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

定
員　

１
０
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

料
金　

５
０
０
円
（
シ
イ
タ
ケ
原

木
代
を
含
む
、１
人
１
本
ま
で
）

用
意　

弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、

雨
具
、
原
木
持
ち
帰
り
用
の
袋

申
込　

１
月
17
日
㈭
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
集
合
場
所
、
ト
ラ

ス
ト
協
会
会
員
又
は
一
般
を
記

入
の
う
え
、
下
記
協
会
事
務
局

ま
で
送
付

ト
ラ
ス
ト
地
（
武
蔵
嵐
山
渓
谷
周
辺
樹
林
地
）
の
散
策
と

シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
打
ち
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

郵
送
先　

〒
３
３
０―

０
０
６
３

　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３―

12―

９

　

ト
ラ
ス
ト
協
会
事
務
局

★
ト
ラ
ス
ト
協
会
事
務
局
☎
０
４

８―

８
２
４―

３
６
６
１

「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
で
、

飼
育
動
物
（
犬
、
猫
、
兎
、
イ

ン
コ
等
を
除
く
）
の
頭
羽
数
の

報
告
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

報
告
が
必
要
な
動
物（
１
頭
羽
か
ら
）

　

牛
、
水
牛
、
馬
、
豚
、
ミ
ニ
ブ

タ
、
い
の
し
し
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
鹿
、
鶏
、
う
ず
ら
、
あ
ひ

る
、ア
イ
ガ
モ
、き
じ
、だ
ち
ょ

う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

報
告
方
法　

所
定
の
報
告
書
に
記

入
の
う
え
、
熊
谷
家
畜
保
健
衛

生
所
に
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

郵
送
先　

〒
３
６
０―

０
８
１
３

　

熊
谷
市
円
光
１―

８―

30

　

熊
谷
家
畜
保
健
衛
生
所

※
報
告
書
は
熊
谷
家
畜
保
健
衛
生

所
、市
農
政
課
（
市
役
所
４
階
）

で
配
布
又
は
家
畜
保
健
衛
生
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

　

pref.saitam
a.lg.jp/soshiki/

　

/k29/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
熊
谷
家
畜
保
健
衛
生
所
☎
０
４

８―

５
２
１―

１
２
７
４
・
Ｆ

０
４
８―

５
２
６―

１
０
６
３

日
時 

1
月
21
日
㈪

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
会　

午
後
１
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

金
井　

敏　

氏
（
高
崎
健

康
福
祉
大
学
教
授
）

演
題　
「
福
祉
で
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
〜
地
域
福
祉
計
画
・
活
動

計
画
の
め
ざ
す
も
の
〜
」

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
　

お
住
ま
い
の
小
学
校
区
ご
と
の

会
場
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
話
し

合
い
を
し
ま
す
。

小学校区 日　程 時　　間 会　場
本庄東小 １月26日㈯ 午前10時～正午 市役所２階

職員厚生室本庄西小 午後１時30分～３時30分
旭小 １月27日㈰ 午前10時～正午 旭 公 民 館
藤田小・仁手小 午後１時30分～３時30分 藤田公民館
児玉小 ２月２日㈯ 午前10時～正午

セ ル デ ィ金屋小 午後１時30分～３時30分
秋平小 ２月３日㈰ 午前10時～正午
共和小 午後１時30分～３時30分
北泉小 ２月16日㈯ 午前10時～正午

中央公民館本庄南小 午後１時30分～３時30分
中央小 ２月17日㈰ 午前10時～正午

住
民
懇
談
会

　

10
月
に
実
施
し
た
空
き
家
・
空

き
地
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
計
３
２
１
件
、
26
・
７

％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
の
制
度
作
り

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

集
計
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
７

空
き
家
・
空
き
地
の
状
況
把

握
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
つ
い
て

（市民カメラマン竹内美江さん撮影）



平成25年1月1日号 1415

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
（
関
東
地
方
向
け
）
本
庄
中
継
局
が
開
局
し
ま
す

　

１
月
29
日
㈫
に
、
陣
見
山
に
あ

る
テ
レ
ビ
中
継
局
か
ら
、
新
た
に

関
東
地
方
向
け
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

（
本
庄
中
継
局
52 

ch
）
の
放
送
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
関
東
地
方

向
け
の
放
送
が
図
の
よ
う
な
範
囲

（
旧
本
庄
市
の
全
域
）
で
受
信
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

本
庄
中
継
局
は
、
従
来
の
中
継

局
（
児
玉
中
継
局
）
と
同
じ
敷
地

内
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
児

玉
中
継
局
受
信
用
の
ア
ン
テ
ナ（
垂

直
偏
波
用
）が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
テ
レ
ビ
や
録

画
機
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を
行
う

だ
け
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
電
器
店
、

又
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
受

信
相
談
）
午
前
９
時
〜
午
後
８

時
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

０―

０
０―

３
４
３
４
、
Ｉ
Ｐ

電
話
な
ど
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ

な
が
ら
な
い
場
合
は
☎
０
５
０―

３
７
８
６―

５
０
０
５

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、
確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を
押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の
受付専用電話番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、児玉郡市広
域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や児玉郡市以外
の病院をご案内する場合もあります。

１月６日㈰ 上 武 病 院 小島５丁目 ☎㉑０１１１

１月13日㈰ へ ん み 眼 科 医 院 小島１丁目 ☎㉒３７０２

１月14日㈷ 昭 和 産 婦 人 科 駅南１丁目 ☎㉒２０２５

１月20日㈰ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎㉔３３７７

１月27日㈰ 森田整形外科クリニック 小 島 ☎㉓１６１０

２月３日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎73１５７５

本
庄
中
継
局
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合 

52 

ch
）

※
エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
、
地
形
や
ビ
ル

陰
等
に
よ
り
電
波
が
遮
ら
れ
る
場
合
な
ど

は
視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

上里町
本庄市

神川町

上里町
本庄市

神川町

本庄中継局
（児玉局）

①
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
（
毎
月
１
日

発
行
）

　

毎
月
３
２
、
０
０
０
部
を
発
行

す
る
市
の
広
報
紙
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有
料
広

告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
及
び
市
の
公
用
封
筒
に

掲
載
す
る
有
料
広
告
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
及
び
「
市
の
公
用
封
筒
」

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

◇◆空間放射線量・放射性物質
測定結果のお知らせ◆◇

　12月第１週分（12月1日～７日）、12月第２週分
（12月８日～ 14日）の放射性ヨウ素及び放射性セシ
ウムは不検出でした。
★ 教育総務課☎㉕1182、子育て支援課☎㉕1128、
本庄上里学校給食センター☎㉔2621

― 市立小中学校・市立保育所の
給食等放射性物質測定結果 ―

　第二浄水場及び児玉浄水場で採水した水道水を測
定した結果、放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不
検出でした。（採水日12月３日・判明日12月５日）
★水道課☎㉒2151

― 水道水の放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施
しています。市内で採取したハクサイ（判明日12月
６日）、イチゴ・原乳（判明日12月13日）の放射性
セシウムは、全て基準値を下回りました。
★農政課☎㉕1177

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―

　

本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や

第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請

求
の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

　

 

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
又
は

本
籍
が
あ
る
人

登
録
申
請　

　

 

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
を
持
参
し
て
、
登
録
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口　

　

 

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）、
市
民

福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）

※
通
知
の
対
象
は
、
代
理
人
が
請

求
し
た
も
の
、
第
三
者
が
請
求
し

た
も
の
で
す
が
、
一
部
該
当
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３

広
告
の
規
格
等

・
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

最
下
段

・
募
集
枠
数　

６
枠
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

・
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

・
刷
色　

単
色
（
黒
）

・
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　

３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

　

円
・
掲
載
期
間　

４
月
〜
６
月
号（
３

号
分
）

広
告
の
規
格
等

・
掲
載
位
置　

封
筒
裏
面

・
募
集
枠
数　

６
枠
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

・
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
60
㎜
×
横
１
０
０

㎜
・
刷
色　

単
色
（
黒
）

・
印
刷
枚
数　

３
０
、
０
０
０
枚

・
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　
　
　
　
　
　

３
０
、
０
０
０
円

・
掲
載
期
間　

印
刷
後
、
市
が
使

※
４
月
号
か
ら
の
１
年
間
掲
載（
12

号
分
）
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

（
６
号
分
、
９
号
分
の
申
し
込
み

も
併
せ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

②
公
用
封
筒
・
大
判
（
角
形
２
号
）

　

主
に
市
役
所
各
課
か
ら
市
民
、

関
係
機
関
等
へ
の
文
書
送
付
に
使

用
し
ま
す
。

用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
、

平
成
25
年
3
月
頃
か
ら
約
１
年

間
《
①
②
共
通
》

募
集
期
間　
１
月
24
日
㈭
ま
で（
必

着
）

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

提
出

・
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

の
）

・
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

・
業
務
内
容
等
が
わ
か
る
書
類（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

・
納
税
証
明
書
（
市
外
の
人
が
申

し
込
む
場
合
）

郵
送
先

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報

ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
企
画
課
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。）

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も

　最低賃金制度とは、最低賃金法に基
づき国が賃金の最低額を定め、使用者
はその最低賃金額以上の賃金を支払わ
なければならない制度です。
　特定の産業については別途特定（産
業別）最低賃金が適用されます。
埼玉県最低賃金　771円（時間額）
改定日　10月１日
※厚生労働省ホームページ（http://
www.mhlw.go.jp/）でも最低賃金額
をご覧いただけます。
＊お問い合わせは下記へ
★ 埼玉労働局賃金室☎048－600－
6205

広告枠（１月号Ｐ18・19参照）
※４月号から６枠に変更

　市では、防災行政無線の放送内容について、あ
らかじめ登録した携帯電話やパソコンに電子メール
でお知らせするメール配信サービスを行っています。
登録方法
　宛先（bousaihonjo-t@ktaiwork.jp）に空メー
ルを送信します。下記のＱＲコードを読み取って、
メールを送信することもできます。折り返し、
「（bousaihonjo ML）へようこそ！」
という件名のメールが届けば、登録
は完了です。
★自治防災課☎㉕１１８４

防災行政無線メール配信サービスのご案内 （裏面）
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※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
７日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪・２月４日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
７日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪・２月４日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
11日㈮～14日㈷、25日㈮～28日㈪

今月の納税納付 ［納期限：１月31日㈭］
・市・県民税　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　１月７日㈪・２月５日㈫　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

16

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

金
の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

でんごん広場の掲載申し込みは、
秘書広報課（☎㉕１１５５）へお
問い合わせください。

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ
「定期発表会2013」

日時　 １月27日㈰　正午～午後３
時45分　

会場　市民文化会館
費用　700円（一部チャリティー）
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　冨岡☎090-9003-0246

サークルいろは（書道）
日時　第１・３月曜日
　　　午後２時～午後３時30分
場所　北泉公民館
対象　  初心者から師範取得希望者ま

で
費用　月会費 1,500円（教材費別途）
問い合わせ　高橋☎090-1844-3476

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

第一級の赤れんが倉庫であることが判明

★ ２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

橋
はし

本
もと

　こはるちゃん（児玉町塩谷）
〈平成20年生まれ〉

矢
や

嶋
じま

　瞳
ひとみ

ちゃん（日の出４丁目）
〈平成21年生まれ〉

笑顔がステキな
こはるちゃん
お誕生日おめで
とう。アイドル
目指してがんばっ
てね

ひーちゃん４歳
おめでとう。ひー
ちゃんの笑顔が
みんな大好きで
す。

髙
たかくわ

桑　渉
わたる

ちゃん（けやき２丁目）
〈平成22年生まれ〉

３歳おめでとう！
いつもわんぱく
なわっくん、こ
れからも元気いっ
ぱいでたくさん
遊ぼうね！

今
いま

井
い

　健
けん た ろう

太郎ちゃん（日の出３丁目）
〈平成24年生まれ〉

いつも素敵な健
ちゃんの笑顔が
大好きだよ！１
歳のお誕生日お
めでとう

１月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは１月15日㈫必着です。

大
おお

谷
たに

　美
み

月
つき

ちゃん（緑１丁目）
〈平成20年生まれ〉

５歳のお誕生日
おめでとう！大
好きだよ♪これ
からも元気いっ
ぱい遊ぼうね。

島
しま

田
だ

　蒼
あお

生
い

ちゃん（緑１丁目）
〈平成22年生まれ〉

蒼ちゃん３歳の
誕生日おめでと
うこれからも
弟の蓮ちゃんと
仲良くね。

でんごん
広場

みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集募行

宝くじ収益金で
　　祭り囃

ば や し

子備品等を整備

　㈶自治総合センターが実施している
平成24年度宝くじ助成を受けて、上
町自治会（児玉地域）では祭り囃子衣
装、太鼓等を購入しました。

市長に「本庄市農業施策に関する建議書」を提出

　11月26日、本庄市農業委員
会の代表が、放射能の風評被
害対策、後継者対策、地産地消・
食育の推進についてなど、12
項目からなる建議書を市長に
手渡しました。

善意ありがとう

　　ございます

　阪上八郎様（朝日町
１丁目）から、５万円
のご寄附をいただきま
した。「ふるさと創生
基金」に積み立て、有
効に活用させていただ
きます。ありがとうご
ざいました。

　めでたく100
歳を迎えられた
井上クニ子さん
（大正元年11月
17日生まれ）を、
吉田市長が訪問
し、お祝いの「寿
状」を手渡しま
した。

▲井上　クニ子 さん
（小和瀬）

　

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補 

助
対
象
（
次
の
①
〜
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
事
業
者
）

① 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

② 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
又

は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を
し

て
い
る
事
業
者

③ 

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④ 

こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　

３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　

　

 

加
入
従
業
員
１
人
に
つ
き
１
年

間
あ
た
り
２
、
４
０
０
円
（
上

限
）

申 

込　

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
商
工
課
へ

※
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

　

１
年
を
通
し
て
発
生
す
る
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
特

に
冬
季
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
力
が
と
て
も
強
く
、
食
品

を
介
さ
な
く
て
も
人
か
ら
人
へ
容

易
に
感
染
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

加
熱
調
理
す
る
も
の
は
、
中
心

部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
。（
中

心
温
度
85
℃
で
１
分
以
上
）

○ 

ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど

は
よ
く
洗
い
、
熱
湯
や
漂
白
剤

で
殺
菌
し
て
使
う
。（
ア
ル
コ
ー

ル
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
）

○ 

食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど

は
、
石
け
ん
で
手
を
十
分
に
洗

う
。

○ 

感
染
者
の
便
や
お
う
吐
物
を
処

理
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
と
使

い
捨
て
手
袋
を
着
用
し
、
塩
素

剤
で
消
毒
を
行
い
、
汚
染
が
広

が
ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
す

る
。

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　今回の調査によれば、この赤れんが倉庫は明治29年に
現在の清水建設株式会社の前身である清水店の技師長であ
る岡本 太郎、清水釘吉（のち初代の清水組社長）が設計
し同店が施工した建造物であることが判明。明治初期の帝
国大学出身の若い設計者による、最も本格的な赤れんが倉
庫の設計であり、日本の近代建築産業の高い品質を作り上
げてきた企業により施工され、そのデザインや構造は当時
の最も先進的な情報を土台に建設されたことなど、大変貴
重な建造物であることが分かりました。
　耐震診断については、南北に長い壁面や二階の床の強度
不足はあるものの、鉄骨フレームによる補強方法により耐
震基準を満たすことができ、内部活用も可能との結論が出
されました。建造物自体、長い年月がたっているがしっか
りしているとのことでした。
　全国的に見ても第一級の赤れんが倉庫。市では今後この
報告書の内容を踏まえつつ、財源などを勘案し、市民の皆
さまのご意見もいただきながら、敷地も含めての活用方法
を検討してまいります。　

　中山道沿いに建つ国登録有形文化財である「旧本庄商業
銀行煉

れん

瓦
が

倉庫」。
　明治29年に竣工したこの赤れんが倉庫は、歳月を経て
昭和52年からローヤル洋菓子店舗となりました。移りゆ
く中山道沿いの中でもひときわ美しく、いつしか市のシン
ボル的建造物となり、平成９年６月には国の登録有形文化
財に登録され、近年には映画「JAZZ 爺 MEN」のロケに
も生かされるなど、市民の皆さまに親しまれてきました。
　平成23年洋菓子店の閉店に伴い、本庄市はこの建造物
が果たしてきた経緯に鑑み、外観保存を目的として建物と
土地を取得しました。そのうえで、建造物の歴史的価値の
検証や、耐震診断、将来に向けた活用が可能かどうかも含
め、早稲田大学の本庄プロジェクト推進室を通じて同大学
に調査をお願いしました。大学側では市の意向を受け、創
造理工学部建築学科の４つの研究室合同のプロジェクト
チームが発足し調査を開始。そして昨年12月３日に調査
結果の報告を受けました。 募

行



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５
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募　

集

「
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」

参
加
者
を
募
集

「
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議
会
」

を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
「
バ

レ
ン
タ
イ
ン
の
お
菓
子
作
り
」

教
室

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
お
茶
会
」

を
開
催

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
「
た

の
し
い
茶
道
教
室
」
を
開
催

催　

し

「
仲
良
し
家
族
の
魔
法
の
こ
と

ば
」
〜
今
見
直
し
た
い
、
家
族

が
幸
せ
に
な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〜
の
参
加
者
を
募
集

自
衛
官
を
募
集

　

市
で
は
、
将
来
を
担
う
市
内
の

中
学
生
が
議
員
と
な
っ
て
、
市
政

に
対
す
る
率
直
な
意
見
を
述
べ
る

「
第
７
回
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

２
月
５
日
㈫　

午
後
２
時

20
分
〜

会
場　

市
議
会
議
場

※
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
議
会
事

務
局
で
受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
入

場
し
て
く
だ
さ
い
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
防

衛
大
学
校
生
一
般
採
用
試
験
（
後

期
日
程
）
を
行
い
ま
す
。

応 

募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
18
歳

以
上
24
歳
未
満
の
人

受 

付
期
間　

１
月
23
日
㈬
〜
２
月

１
日
㈮

試
験
日　

　

１
次　

３
月
２
日
㈯

　

２
次　

３
月
15
日
㈮

＊ 

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

▲昨年のまちづくり議会

　

介
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
介
護
の
悩
み
等
の
情
報
交
換
を

行
い
、気
分
転
換
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
20
日
㈬　

午
前
11
時
〜

午
後
２
時

会
場　

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本

　

庄　
　
　

対 

象　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を

し
て
い
る
人

内
容

・ 

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
〔
講
師

西
村　

美
智
代　

氏　
（
社
会
福

祉
法
人
「
サ
ン
」
理
事
長
）〕

・ 

こ
ざ
く
ら
保
育
園
児
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏

・
会
食
交
流
等

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
下
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
懸
け

橋
と
な
る
「
声
の
チ
カ
ラ
」
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

２
月
４
日
㈪　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午

会
場　

中
央
公
民
館

講 

師　

佐
藤　

恵　

氏
（
ボ
イ
ス

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
ル
代

表
）　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
25
日
㈮

ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
５
９

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
手
作
り

の
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ

ん
か
。

日 

時　

２
月
２
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
又
は

バ
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

持
ち
帰
り
容
器
、
上
履
き　

申 

込　

１
月
10
日
㈭
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

４
２
０

　

み
ん
な
で
茶
道
の
作
法
を
習
い

ま
し
ょ
う
。
小
学
校
低
学
年
で
も

大
丈
夫
で
す
。
靴
下
を
着
用
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。

日 

時　
２
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜

11
時

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

手
拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

１
月
29
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

４
２
０

　

温
か
い
抹
茶
と
お
菓
子
は
い
か

が
で
す
か
。

日 

時　

１
月
26
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

※
時
間
内
の
都
合
の
よ
い
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申 

込　

１
月
12
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
」
を
開
催

「
介
護
者
教
室
」
を
開
催

　

か
わ
い
い
チ
ョ
コ
を
手
作
り
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
バ

ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
タ
オ
ル　

申 

込　

１
月
26
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

　

介
護
の
知
識
や
方
法
を
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
試
食
会
や

食
事
用
福
祉
用
具
の
展
示
・
説
明

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日 

時　

２
月
13
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会 

場　

児
玉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

内 

容　

お
年
寄
り
に
配
慮
し
た
食

事
と
そ
の
介
助
の
方
法
を
学
ぶ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
72
５
８
２
８
、
介
護
い
き
が

い
課
☎
㉕
１
１
２
７

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
新

規
講
習
会
を
開
催

　

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物

等
の
管
理
に
必
要
な
、
消
防
法
で

定
め
る
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

２
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
50

分
会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
、
０
０
０
円

申 

込　

１
月
28
日
㈪
か
ら
申
込
書

に
証
明
写
真
（
縦
２
・
５
㎝
×

横
２
・
０
㎝
）
を
添
付
の
う
え
、

直
接
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

へ
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各

消
防
署
で
配
布
、
又
は
児
玉
郡
市

広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.kodam

akouik
i.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

＊
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
☎
72

４
６
５
４

「
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修
」
〜
素

早
い
ク
レ
ー
ム
対
応
、ク
レ
ー

ム
の
本
質
を
知
る
、
顧
客
か
ら

の
新
た
な
信
頼
獲
得
〜
を
開
催

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

企
業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
実
務
担
当
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

日 

時　

２
月
12
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

ク
レ
ー
ム
を
プ
ラ
ス
要
素

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
意

識
改
革
を
目
指
し
、
ク
レ
ー
ム

へ
の
「
基
本
的
な
対
応
や
交
渉

の
技
法
」
な
ど
に
つ
い
て
実
践

を
交
え
て
習
得

定
員　

50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

５
、
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

２
月
５
日
㈫
ま
で
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

ｆ

㉔
７
４
６
５

平
成
24
年
度
児
玉
郡
市
手
話
通

訳
者
認
定
試
験
を
実
施

日
時　
２
月
23
日
㈯　
午
前
９
時
〜

会 

場　

サ
ン
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内 

容　

筆
記
・
実
技
試
験
、
面
接

（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳
者
と

手
話
通
訳
士
資
格
を
有
す
る
人

は
筆
記
・
実
技
試
験
免
除
）

応 

募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
満
65
歳
以
下
の
児
玉
郡
市

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
修
了
者

又
は
同
程
度
以
上
の
技
術
保
持

を
推
定
さ
れ
る
人

応 

募
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出

※
申
請
書
は
１
月
７
日
㈪
か
ら
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
し

ま
す
。

応 

募
期
間　

１
月
15
日
㈫
〜
25
日

㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5

時
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）    

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒

７
２
７
５
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児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

公
民
館

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

ス
ポ
ー
ツ

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
」
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
主
催
「
第
１
７
０
回

平
日
ウ
ォ
ー
ク
『
武
州
本
庄
七

福
神
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』」

を
開
催

「
楽
し
く
学
ぼ
う
！
点
字
体
験

講
座
」
を
開
催

　

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
大
切
な

情
報
源
で
あ
る
点
字
を
「
本
庄
点

訳
友
の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
分
か

り
や
す
く
楽
し
く
教
え
ま
す
。

　

６
つ
の
点
か
ら
始
ま
る
世
界
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫　

　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

中
央
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

日
時　

１
月
16
日
㈬（
雨
天
決
行
）

　

受
付　

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

集
合
場
所　

見
福
公
園

コ
ー
ス
（
約
11
㎞
）

　

 

見
福
公
園
〜
大
正
院
（
弁
財
天
）
〜

円
心
寺
（
福
禄
寿
）
〜
本
庄
城

址
〜
城
下
公
園
〜
開
善
寺
（
布

袋
尊
）
〜
慈
恩
寺
（
弁
財
天
）
〜

田
村
本
陣
の
門
〜
安
養
院
（
毘

沙
門
天
）
〜
若
泉
運
動
公
園
〜

金
鑚
神
社
（
恵
比
須
尊
）
〜
佛

母
寺
（
弁
財
天
）
〜
泉
林
寺
（
寿

老
人
）
〜
城
立
寺
（
大
黒
尊
天
）
〜

本
庄
駅
北
口
（
ゴ
ー
ル
）

※
若
泉
運
動
公
園
で
昼
食
・
表
彰

を
行
い
ま
す
。
午
後
２
時
頃
ゴ
ー

ル
到
着
予
定
で
す
。

参 

加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）

用
意　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

申 

込　

直
接
集
合
場
所
で
受
付

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
埼
玉
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

事
務
局
（
☎
０
４
８―

８
３
１―

４
７
０
２
、
平
日
午
後
１
時
〜

５
時
）
へ

「
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
講
習
会
」
を
開
催

日
時　

１
月
27
日
㈰

　

受
付　

午
後
１
時

　

開
始　

午
後
１
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講 

師　

牧
野　

正
江　

先
生
（
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

指
導
者
）

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料　

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申  

込　

１
月
24
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

ス
連
盟
・
宮
沢
（
☎
㉔
２
１
６

７
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

教
室
」
を
開
催

日 

時　

２
月
14
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講 

師　

茂
木　
多
美
子　
先
生（
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

指
導
者
）

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料　

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

２
月
12
日
㈫
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊ 
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

ス
連
盟
・
宮
沢
（
☎
㉔
２
１
６

７
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
第
42

回
本
庄
市
長
杯
争
奪
市
民
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
を
開
催

日 

程　

２
月
３
日
か
ら
３
月
３
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

場
所　

小
山
川
グ
ラ
ン
ド
他

参
加
資
格　

① 

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）
の
男
子
が

主
た
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

② 

市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟

チ
ー
ム

③ 

市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
が
認

め
た
①
②
以
外
の
チ
ー
ム

※
審
判
資
格
者
を
１
人
以
上
有
す

る
こ
と
。

競 

技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
費

・
連
盟
加
盟
チ
ー
ム　

無
料

・
一
般
チ
ー
ム　

５
、
０
０
０
円

申 

込　

１
月
19
日
㈯
ま
で
に
市
社

会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事
務
局
・

新
井（
☎
０
９
０―

４
９
３
１―

１
４
７
６
・
３norte-7@

pale

　

tte.plala.or.jp

）
へ

　

短
い
ラ
ケ
ッ
ト
、
ス
ポ
ン
ジ
玉

付
シ
ャ
ト
ル
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

　

１
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日 
時　

２
月
７
日
か
ら
２
月
21
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
小
学
生
以
上
）

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

１
月
18
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催

日
時　

２
月
10
日
㈰

　

受
付　

午
前
10
時

会
場　

児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

競 

技
方
法　
個
人
戦
４
ゲ
ー
ム
ト
ー

タ
ル
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制
）

参
加
費　

・
一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

・
小
・
中
学
生　

１
、
５
０
０
円

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
及
び
連
盟
会
員

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

１
月
26
日
㈯
ま
で
に
電
話
又
は

直
接
児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル
事
務

局
（
☎
72
５
６
５
６
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を

開
催

日 

程　

２
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
卒
業
生
も
含
む
）
及
び

協
会
が
参
加
を
認
め
た
チ
ー
ム

競 

技
方
法　

代
表
者
会
議
で
決
定

参 

加
費　

３
、０
０
０
円（
１
チ
ー

ム
）

参 

加
チ
ー
ム　

16
チ
ー
ム(

先
着

順)

申 

込　

１
月
20
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
仮
申
し
込
み

※
正
式
申
し
込
み
は
、
代
表
者
会

議
で
参
加
費
を
添
え
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
代
表
者
会
議
の
詳
細
は
、

仮
申
し
込
み
時
に
連
絡
し
ま
す
。

＊ 

仮
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
内
野
（
☎
０
９
０―

７
１

８
１―

９
４
７
２
、
平
日
・
休

日
と
も
に
午
後
５
時
以
降
）
へ

◆
２
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
体
を
温
め
る
ス
タ
ミ
ナ
料
理
教

室日 

時　

１
月
30
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

内 

容　

体
を
温
め
る
料
理
と
風
邪

予
防
レ
シ
ピ
を
紹
介

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き

費
用　

４
０
０
円

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
き
り
絵
作
家
に
よ
る
「
初
・
中

級
き
り
絵
教
室
」

日 

時　

１
月
25
日
㈮
・
２
月
１
日

㈮　
全
２
回　
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

講 

師　

福
田　

守
男　

先
生
（
き

り
絵
作
家
）

内 

容　

初
級
・
中
級
に
分
か
れ
て

作
品
を
作
製

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費 

用　

６
０
０
円
（
２
品
の
材
料

費
）

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
歌
声
教
室

日 

時　

２
月
４
日
㈪
・
25
日
㈪

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
講
師　

中
村　

忍　

先
生

内 

容　

先
生
の
伴
奏
で
懐
か
し
い

歌
を
歌
う

◆
季
節
の
パ
ン
作
り
教
室

日 

時　

１
月
22
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

中
央
公
民
館
職
員

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き

費
用　

７
０
０
円

申 

込　

１
月
16
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申 

込　

１
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
作
り
教

室日 

時　

２
月
６
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

黒
澤　

敬
子　

先
生

内
容　

ケ
ー
キ
と
生
チ
ョ
コ
を
作

　

る
定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

用 

意　

上
履
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
筆
記
用
具

申 

込　

１
月
23
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１
月
と
８

月
は
休
み
で
す
）
お
茶
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会

《
実
演
発
表
》

日 

時　
２
月
３
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

内 

容　

詩
舞
、
詩
吟
、
筝
曲
、
大

正
琴
、
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、

太
極
拳
、
体
操
、
吹
奏
楽
な
ど

《
展
示
発
表
》

日 
時　
２
月
23
日
㈯　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
、
24
日
㈰　

午
前
９

時
〜
午
後
３
時

内 

容　

書
道
、
編
み
物
、
水
彩
画
、

短
歌
、
ち
ぎ
り
絵
、
水
墨
画
、

七
宝
焼
、
ひ
ょ
う
た
ん
ア
ー
ト

な
ど

◆
藤
田
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

会日 

時　

１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
20
日

㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

《
展
示
発
表
》

内 

容　

日
本
画
、ち
ぎ
り
絵
、ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
、
着
物
リ
フ
ォ
ー

ム
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
、
木
目
込
み
人
形
、
絵
手
紙
、

和
紙
折
り
紙
、
ビ
ー
ズ
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
俳
句
な
ど

《
実
演
発
表
》

○
１
月
19
日
㈯

・
着
物
着
付
け　
午
前
10
時
30
分
〜

・ 

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
演
奏　

午
後
１
時
30
分
〜

・
骨
盤
体
操　

午
後
３
時
〜

○
１
月
20
日
㈰

・
和
紙
折
り
紙　

午
前
11
時
〜

・ 

コ
ー
ラ
ス
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
よ
る
合
唱　

午
後
１
時
30

分
〜
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ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

エルマーと100さいの
たんじょうび
デビッド・
マッキー 作

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

ねこと国芳
金子 信久 著

にっぽんの
歳時記ずかん
平野 恵理子 著

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
手
作
り
味み

噌そ

教
室

日 
時　

１
月
23
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生　

内 

容　

国
産
大
豆
と
手
作
り
麹こ
う
じを

使
い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌

を
作
る

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
４
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
、
５
㎏
入
り
位
の
持
ち
帰

り
容
器

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
珈
琲
道
入
門
教
室

日
程
（
①
②
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

　

 

①
１
月
28
日
㈪

　

②
２
月
８
日
㈮

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師　

中
村　

清
美　

先
生

内 

容　

日
頃
愛
飲
し
て
い
る
珈
琲

の
基
礎
を
学
ぶ

定
員　

各
回
10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
、
コ
ー
ヒ
ー
ス
プ
ー
ン

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

日 

時　

２
月
20
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

内 

容　

韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ
の
素

を
手
作
り
し
て
、
白
菜
キ
ム
チ

を
作
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
手

拭
き

申 

込　

２
月
４
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
新
春
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室

日 

時　

１
月
23
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

佐
々
木　

朱
美　

先
生

内 

容　
生
花
を
加
工
し
た
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
新
春

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用 

意　

ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
る
は
さ

み
申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
冬
の
初
心
者
陶
芸
教
室

日 

時　

１
月
22
日
か
ら
２
月
19
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
２
月
５

日
㈫
を
除
く
）　

全
４
回　

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　

栗
林　

隆
博　

先
生

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
教
室

日 

時　

２
月
４
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講 

師　

早
野　

啓
子　

先
生
（
ふ

る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

内 

容　

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

素
朴
で
お
い
し
い
う
ど
ん
を
作

る
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き

申 

込　

１
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆「
体
の
中
か
ら
生
き
生
き
元
気
」

教
室

日 

時　

１
月
31
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

田
邉　

洋
子　

先
生

内 

容　
自
分
で
で
き
る
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
話
と
実
習

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

１
月
17
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
作
り
味
噌
教
室

日 

時　

１
月
30
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生

内 

容　

国
産
大
豆
と
手
作
り
麹
を

使
い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌

を
作
る

定 

員　

25
人
（
先
着
順
）

費 

用　

３
、
４
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
５
㎏
入
り
位
の
持
ち

帰
り
容
器

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
盆
栽
教
室

日 

時　

１
月
29
日
㈫
・
２
月
15
日

㈮　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

講
師　

高
田　

和
正　

先
生

内 

容　

五
葉
松
を
題
材
に
盆
栽
作

り
の
基
本
を
学
ぶ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円

用 
意　

木
ば
さ
み
、
ニ
ッ
パ
ー
、

筆
記
用
具

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

日
程
（
①
②
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

　

 

①
２
月
６
日
㈬

　

②
２
月
27
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

内 

容　

本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ

の
素
を
手
作
り
し
て
、
お
い
し

い
キ
ム
チ
を
作
る

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、
筆
記

用
具

申 

込　

１
月
16
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

日 

時　

１
月
30
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

加
藤　

麻
子　

先
生

内 

容　

バ
ラ
の
モ
チ
ー
フ
の
指
輪

と
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

用 

意　

30
㎝
定
規
、は
さ
み
、ビ
ー

ズ
ト
レ
イ
（
小
皿
）

申 

込　

１
月
16
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

★
本
館

日 

時　
１
月
12
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
１
月
26
日
㈯　

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
蛇
と
十
二
支
の
動
物
た

ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
は
な

し
本
館
一
部
停
電
の
お
知
ら
せ

　

本
館
の
電
気
設
備
工
事
に
伴
う

停
電
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り
一

部
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

日
程　

１
月
16
日
㈬
〜
18
日
㈮

場 

所　

２
階
（
読
書
室
、
視
聴
覚

室
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
、
資
料

展
示
室
）、
３
階
（
会
議
室
、

第
二
読
書
室
）

※
１
階
の
フ
ロ
ア
（
一
般
室
、
児

童
室
）
は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き

ま
す
が
、
暖
房
は
入
り
ま
せ
ん
。

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
１
月
12
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
お
正
月
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　
１
月
19
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
視
聴
覚
室

内 

容　

ア
ニ
メ
日
本
の
昔
ば
な
し

「
も
も
た
ろ
う
・
か
さ
じ
ぞ
う
」

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

日 

時　

１
月
10
日
㈭
・
２
月
７
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内 

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く
る

　

 

市
民
が
主
役
の
地
域
情
報
化
推

進
協
議
会
番
号
制
度
研
究
会 

編

日
本
で
最
も
美
し
い
村

ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社 

発
行

江
戸
の
読
書
会　

会
読
の
思
想
史

前
田 

勉 

著

こ
ね
こ
の
ハ
リ
ー

メ
ア
リ
ー
・
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ 

作

日
本
の
神
さ
ま
絵
図
鑑

松
尾 

恒
一 

監
修

フ
ン
ボ
ル
ト
く
ん
の
や
く
そ
く

ひ
が
し 

あ
き
こ 

作

ナ
メ
ク
ジ
の
言
い
分足

立 

則
夫 

著

古
事
記
な
る
ほ
ど
謎
解
き
一
〇
〇

　

話　
　
　
　

 
  

瀧
音 

能
之 

編

東
京
駅
の
履
歴
書　

赤
煉
瓦
に
刻

　

ま
れ
た
一
世
紀    

 

辻 

聡 

著

あ
と
少
し
、
も
う
少
し

瀬
尾 

ま
い
こ 

著

山
中
伸
弥
先
生
に
、
人
生
と
ｉ
Ｐ

　

Ｓ
細
胞
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た

山
中 

伸
弥 

他
著

１
日
分
の
野
菜
が
と
れ
る
「
主
役

　

ス
ー
プ
」　 

主
婦
の
友
社 

発
行

★
今
月
の
児
童
図
書

話
し
て
あ
げ
て
、
戦
や
王
さ
ま
、

　

象
の
話
を

マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ナ
ー
ル 

著

14
歳
か
ら
わ
か
る
生
活
保
護

雨
宮 

処
凛 

著

ふ
た
つ
の
月
の
物
語富

安 

陽
子 

著

ふ
し
ぎ
な
深
海
魚
図
鑑

北
村 

雄
一 

絵
・
文

な
る
ほ
ど
世
界
地
名
事
典

蟻
川 

明
男 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

陰
陽
師　

酔
月
ノ
巻　

　
　
　
　
　
　
　

  

夢
枕 

獏 

著

七
つ
の
会
議 

　

  

池
井
戸 

潤 

著

会
津
に
恋
し
て　

　
　
　
　
　

  

小
日
向 

え
り 

著

ス
リ
ジ
エ
セ
ン
タ
ー
１
９
９
１

　
　
　
　
　
　
　

  

海
堂 

尊 

著

老
い
か
た
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
　
　

  

渡
辺 

淳
一 

著

中
国
王
朝
四
〇
〇
〇
年
史

　
　
　
　
　

  

渡
邉 

義
浩 

監
修

昔
々
の
上
野
動
物
園
、
絵
は
が
き

　

物
語　
　

 

　

  

小
宮 

輝
之 

著

郊
外
少
年
マ
リ
ク

マ
ブ
ル
ー
ク
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ 

著

「
い
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
ね
」
と

　

言
わ
れ
る
話
し
方

　
　
　
　
　
　

  

金
井 

英
之 

著

新
〝
タ
マ
ゴ
式
〞
鳥
絵
塾

　
　
　
　
　

  
谷
口 

高
司 

他
著

あ
の
雲
を
追
い
か
け
て

　

 

ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー 

著

★
今
月
の
児
童
図
書　

雨
ふ
る
本
屋
の
雨
ふ
ら
し

　
　
　
　
　

  

日
向 

理
恵
子 
作

イ
ン
カ
の
村
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　

  

関
野 

吉
晴 

著

な
ま
え
を
か
え
ま
し
ょ
！
ま
ほ
う

　

の
は
さ
み 　

内
田 

麟
太
郎 

作

小
さ
な
り
ゅ
う
と
ふ
し
ぎ
な
木

　
　
　
　
　

  

長
井 

る
り
子 

作

ち
ょ
っ
と
だ
け
ま
い
ご

　
　
　

 

ク
リ
ス
・
ホ
ー
ト
ン 

作

仏
像
が
わ
か
る
絵
事
典

　
　
　
　
　
　

  

瓜
生 

中 

監
修

弁
当
づ
く
り
で
身
に
つ
く
力

　
　
　
　
　
　

  

竹
下 

和
男 

著

む
し
た
ち
の
サ
ー
カ
ス

　
　
　
　
　
　

  

得
田 

之
久 

文

ゆ
め
ど
ろ
ぼ
う
カ
メ
か
め
ん

　
　
　
　
　
　

  

穂
髙 

順
也 

作

ま
る
ご
と
日
本
の
道
具

　
　
　
　
　

  

面
矢 

慎
介 

監
修

なないろの
プレゼント
石津 ちひろ 作



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線232）

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

平成25年１月1日号 2425

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

日　程 内　容 会　場

１月21日㈪ わらべうたあそび 日の出児童センター

１月28日㈪ わらべうたあそび 児玉保健センター

２月１日㈮ 昔あそび 前原児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

１月２日㈬

１月９日㈬ たこであそぼう お正月あそび 乗用カーであそぼう

１月16日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 誕生会 誕生会

１月23日㈬ リトミック（講師：小川豊子先生） 広告紙で雪合戦 親子体操（講師：立石明子先生）

１月30日㈬ 誕生会と「鬼のお面を作ろう」 鬼のお面を作ろう おはなし広場「てんとうむし」

２月６日㈬ 音楽劇「だいこん　にんじん　ごぼう」 親子体操（講師：立石明子先生） おひな様製作

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（祝日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（１月～２月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～ 11時30分

協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
のみなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ

１月６日㈰
午前９時 ～ 11時 児玉総合支所

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

２月３日㈰

１月20日㈰
午前９時 ～ 11時 本庄市役所

午後１時 ～ ３ 時 市民プラザ跡地

１月12日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

１月16日㈬ 随時受付 就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

～特定家電製品・パソコン・消火器は適正なリサイクルを！～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、１月８日㈫・15日㈫・22日㈫・２月５日㈫・２月12日㈫にも
「いずみ保育所内・☎㉒4891」で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分です。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　特定家電製品（テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機）・
パソコン・消火器はリサイクル制度により、ごみとして廃棄処分できません
ので、絶対に収集所へは出さないでください。
　それぞれの処分の詳細につきましては、環境推進課へお問い合わせください。

※お気軽にお越しください。事前の申し込
みは不要です。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

振り込め（オレオレ）詐欺被害防止対策！！

お母さんオレだけど困ったんだ。
・１５０万円をＡＴＭで振込んで！
・（同僚の○○君が取りに行く）渡して！

大
切
な
お
金

な
ん
だ
か
ら
、

あ
な
た
が
直

接
、
取
り
に

来
な
さ
い
。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
１
月
〜
２
月
）

行 政 １月17日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

１月９日㈬・16日㈬・23日㈬ 
◎２月の相談日
　　　　　２月６日㈬・13日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　２月27日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ２月20日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順）

不 動 産 １月11日㈮・２月８日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 １月10日㈭・２月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 １月８日㈫・２月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
※１月18日㈮はお休みです。

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
１月８日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
１月22日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

１月７日㈪・１月21日㈪・２月４日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み １月11日㈮・25日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター

☎048－522－6506法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

防
犯
安
全

�
�
�
�

●まず落ち着く。
●家族で通用する合言葉を決めておく。
●家族や警察、役所等に事実を確認する。
●すぐに振り込まない。振り込みを急がせる場合は疑う。
●自分だけで判断せずに、警察などに相談する。

≪被害に遭わないためのポイント≫

※各種相談は予約制
※２月の相談予約は、１月21日㈪から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）








★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

平成25年１月1日号 2627

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター
相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談
１月17日㈭・２月28日㈭
午前９時30分～ 11時
※１月17日㈭は、児玉保健セン
ターで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）母乳相談 母乳に関する相談 ２月28日㈭

午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など １月９日㈬・２月６日㈬

午前10時～正午

定員あり（随時受付）母乳・沐
もく

浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

１月19日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 １月31日㈭
午前９時30分～正午

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ

口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

〜
果
物
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
？
〜

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

●コアラクラスのお知らせ　【会場】本庄市保健センター
内　容 対　象 日　時 申　込

子どもの心やことばの育ちについて

１～１歳４か月児と
その保護者

２月７日㈭  午前10時～ 11時30分 各回先着15組。
１回ごとの参加もで
きます。
１月11日㈮から本庄
市保健センターへ

親子ふれあい体操 ２月13日㈬  午前10時～ 11時30分
子どものからだの発達について ２月19日㈫  午前10時～ 11時30分
子どもの成長に欠かせない食事 ２月22日㈮  午前10時～午後０時30分

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

骨
は
絶
え
ず
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
加
齢
や
生
活
習
慣
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
骨
量
が

減
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

丈
夫
な
骨
を
保
つ
た
め
に
は
食
事

や
運
動
な
ど
が
重
要
で
す
。
自
分

の
骨
量
を
確
認
し
、
日
常
生
活
を

見
直
す
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
会
場　

①
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

　

 

２
月
５
日
㈫
、
６
日
㈬
、
７
日

㈭
②
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

　

２
月
４
日
㈪

《
①
②
共
通
》

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 

象　

30
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
市

内
在
住
の
女
性
（
昭
和
17
年
４

　

 

月
２
日
〜
昭
和
58
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

※
国
の
指
針
に
よ
り
、
対
象
年
齢

等
に
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。
対

象
者
以
外
の
人
で
、
検
診
希
望
者

は
、
医
療
機
関
へ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

内 

容　

超
音
波
に
よ
るか
か
と踵部
の
骨

密
度
を
測
定
、
結
果
説
明
（
必

要
な
人
に
は
医
師
の
指
導
）

定
員　

各
90
人
（
先
着
順
）

用
意　

健
康
保
険
証

料 

金　

４
０
０
円
（
24
年
度
中
に

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
に
な
る
人
は
無
料
）

申 

込　

１
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で

　
　
　
　
　
「
献
血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
た
か

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
は

予
防
策
は

日 

時　
１
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜

４
時

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種 

類　

全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖)

　

近
年
、
大
腸
が
ん
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
早
く
発
見
で
き

れ
ば
９
割
以
上
が
治
り
ま
す
が
、

が
ん
の
進
行
と
と
も
に
、
治
り
は

悪
く
な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。
が
ん

が
進
行
し
て
い
る
の
に
気
づ
か
な

い
と
い
う
怖
い
状
態
を
な
く
す
た

め
、
年
に
１
度
、
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人

　

３
月
22
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん

で
検
査
キ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

40
歳
以
上

検 

診
内
容　

便
潜
血
検
査
（
便
を

２
日
間
採
り
、
３
月
29
日
㈮
ま

で
に
指
定
医
療
機
関
へ
提
出
）

料
金　

６
０
０
円

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
及
び
今

年
度
41
・
46
・
51
・
56
・
61
歳
に

な
る
人
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
５

月
に
郵
送
済
み
）
は
無
料
で
す
。

申 

込　

受
診
券
（
無
い
人
に
は
交

付
し
ま
す
）
と
料
金
（
無
料
の

人
以
外
）
を
持
参
し
、
本
庄
市

保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市
民
福
祉

課
（
総
合
支
所
１
階
）
へ

※
検
診
は
年
度
内
に
１
人
１
回
の

み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
平
成
24

年
５
月
以
降
、
既
に
受
診
し
た
人

は
、
平
成
25
年
５
月
以
降
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

②
今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し

込
み
済
で
既
に
検
査
キ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
人

　

検
査
キ
ッ
ト
に
便
を
と
り
、
３

月
29
日
㈮
ま
で
に
指
定
医
療
機
関

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し

な
い
場
合
で
も
費
用
は
返
金
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
は
、
検
査
キ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
た
際
の
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は

　

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

散
歩
な
ど
の
際
に
ペ
ッ
ト
が
し

た
ふ
ん
は
、飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

て
片
付
け
て
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

※
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
害
に
お
困
り
の

人
に
は
、
啓
発
用
の
看
板
を
無
償

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
環
境
推

進
課（
市
役
所
４
階
）、総
務
課（
総

合
支
所
２
階
）
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
、
季
節
に
関
係
な
く
い

ろ
い
ろ
な
果
物
が
店
頭
に
並
ん
で

い
ま
す
。
青
魚
を
食
べ
て
ジ
ン
マ

シ
ン
な
ど
の
皮
膚
症
状
が
出
た
り
、

ソ
バ
ア
レ
ル
ギ
ー
は
ご
存
じ
の
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
果
物
や

野
菜
を
食
べ
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

り
ん
ご
や
桃
な
ど
を
食
べ
る
と

口
が
か
ゆ
く
な
っ
た
り
喉
が
イ
ガ

イ
ガ
し
た
り
す
る
（
口
腔
咽
頭
症

状
）
人
達
が
い
ま
す
。
果
物
ア
レ

ル
ギ
ー
で
す
が
、
特
殊
な
「
花
粉

症
」
が
犯
人
の
よ
う
で
す
。

　

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
花
粉
症

は
有
名
で
す
が
、
耕
作
放
棄
地
な

ど
で
見
か
け
る
ハ
ン
ノ
キ
や
北
海

道
に
多
く
自
生
す
る
シ
ラ
カ
ン
バ

に
よ
る
花
粉
症
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
花
粉
症
の
人
は
、
無
害
な

花
粉
の
た
ん
ぱ
く
質
に
ま
で
免
疫

の
仕
組
み
が
働
き
過
剰
な
反
応
を

し
て
し
ま
い
ま
す
。
免
疫
に
関
わ

る
一
部
の
細
胞
は
体
内
へ
の
侵
入

物
の
形
を
記
憶
し
て
見
分
け
て
い

ま
す
。
ハ
ン
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
ン
バ

な
ど
の
花
粉
に
含
ま
れ
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質

の
形
が
り
ん
ご
や
桃
の
た
ん
ぱ
く

質
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
免
疫

が
過
剰
に
反
応
し
て
果
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
起
き
て
し
ま
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ヨ
モ
ギ
や
ブ
タ
ク
サ
花
粉
症
の

人
も
ス
イ
カ
や
セ
ロ
リ
、
キ
ウ
イ
、

メ
ロ
ン
な
ど
で
同
様
の
ア
レ
ル
ギ
ー

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ラ
カ
ン
バ
や
ヨ
モ
ギ
花
粉
症

で
は
、
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ス
コ
ア
（
ア
レ

ル
ギ
ー
検
査
）
が
５
以
上
の
場
合
、

60
〜
80
％
の
人
に
口
腔
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
一
番
多
い
ス
ギ

花
粉
症
の
人
に
は
、
低
率
で
す
が
、

ト
マ
ト
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
策
と
し
て
は
、
通
常
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
同
様
に
原
因
食

物
の
回
避
除
去
を
基
本
と
す
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
果
物
を
食
べ

て
、
異
常
を
感
じ
た
ら
食
べ
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
。
無
理
に
食
べ

続
け
る
と
急
に
悪
化
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
本
人
自
身

が
原
因
と
な
る
食
物
を
認
識
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
口
腔
咽
頭
症

状
が
出
現
す
る
場
合
に
は
、
大
事

に
い
た
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
症
状
が
弱
い
又
は
現

れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
カ
レ
ー

ス
パ
イ
ス
の
よ
う
に
食
物
に
混
ざ

り
こ
ん
で
い
て
、
回
避
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
大
量
に
摂
取

す
る
と
、
重
篤
な
全
身
症
状
が
出

現
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
経

口
薬
や
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
注
射
薬
を

使
用
し
、
す
ぐ
に
近
く
の
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
果
物
で
も
加
熱
処
理
し

た
も
の
や
缶
詰
の
多
く
は
ア
レ
ル

ギ
ー
が
起
こ
り
に
く
く
な
る
た
め
、

摂
取
可
能
で
す
。
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　今年度の読書感想文コンクール課題図書
「ぼくがきょうりゅうだったとき」の作者で
ある、まつおかたつひで氏の講演会を開催
します。ぜひご参加ください。
日時　１月20日㈰
　開場　午後１時
　講演　午後１時30分
会場　埼玉グランドホテル本庄
講師　まつおか　たかひで　氏（絵本作家）
テーマ　絵本のできるまで
費用　1,000円
※チケットは、埼玉グランドホテル本庄で
販売中です。
＊ 詳しくは、NPO法人本庄子育てネット・
田邊（☎080－5466－5735）へ

12013 N
o.84

■
発
行
/本
庄
市

■
編
集
/本
庄
市
役
所
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

〒
3
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0
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埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3
-5
-3

☎
㈹
0
4
9
5
-2
5
-1
1
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　「広報ほんじょうおしらせ版１月15日号」
の発行はお休みします。
※次回の広報紙は、２月１日号です。

　11月23日、吉田市長と市職員５人が東日本大震災から復興が進めら
れている宮城県亘理郡山元町で開催された「第２回山元町ふれあい産業
祭」に参加しました。
　会場の復興支援ブースで、市内の企業・商店から支援を受けた物産品
等の販売を行い、売上金105,950円を山元町へ寄附しました。

好調な売れ行きで全ての商品が完売 ▼

　今年度の本庄市人権教育研究集会の第２弾は、作家
の五木寛之氏をお迎えして講演会を開催します。みな
さんのご来場をお待ちしています。

日時　２月７日㈭
　開場　午後６時30分
　講演　午後７時～８時40分
会場　市民文化会館
講師　五木　寛之　氏（作家）
テーマ　未定
費用　無料
※手話通訳あり。
※できる限り、お車での乗り
合わせや徒歩等でのご来場に
ご協力お願いします。
★人権推進課☎㉕１１５９　

階段や廊下も「無言膝つ
き清掃」▼

　11月21日、上田知事が「とことん訪問」事業で本
庄東中学校を訪れました。本庄東中では、埼玉教育ふ
れあい賞を受賞した「心を磨く　無言膝つき清掃」を
行っており、中学生のみなさんが一生懸命学校清掃し
ている様子を視察しま
した。

板垣校長から説明を受け
る上田知事

▲

　12月11日、秋平小学校５年生の「かがや
き発表会」で、「ししまい」や「郷土料理」な
どの研究発表が行われました。
※発表会の後、みんなと記念写真を撮りまし
た。ありがとうございました。

読みやすいユニバーサルデザイン文字


